
住　　　所

　祭神は塩土翁命（塩土老翁命）。

下部（吉田）兼英から神主遠藤権守正本が風折烏帽子・狩衣の着用を許可された。翌年には、

公認された。以後同様の神道裁許状が、寛永13年（1636年）以降代々に発給されている。

　天喜３年（1055年）白河郡白河郷を賜った福田（源）有光が、康平５年（1062年）宮城

遠藤主馬介が風折烏帽子・狩衣の着用と、加えて神人八人と神子三人や神楽・神役等の賦課を

管　理

概　要

名　称

TEL 0247-26-7534　　

宮司　吉田英高

項　目 神社塩釜
シオガマ

神社
ジンジャ

郡塩釜神社を歓請したと伝える。石川八幡宮神主と同様に元和５年（1619年）神祗管領長上

石　川　町　資　源　調　査　調　書

００４４ - 平成19年2月作成通し番号 整理番号４７

連　絡　先

管理者及び所有者

石川町字当町地内

石川町史　下巻
石川町史　第6巻

塩釜神社のアカガシ（２－００２）
石川氏（8-001）

全　景 位置図

写真及び位置図等

参考文献

関連項目

備　考



石川町字王子平地内

４８

連　絡　先

管理者及び所有者

石　川　町　資　源　調　査　調　書

００５４ - 平成19年3月作成通し番号 整理番号

管　理

概　要

名　称

TEL 0247-26-7534　　

宮司　吉田英高

項　目 神社王子
オウジ

八幡
ハチマン

神社
ジンジャ

住　　　所

祭神 品蛇和気命

由緒 未詳

祭日 ４月１５日

御神体は金属製、丈８センチ、背面に丸形真澄の鏡経１０センチ５ミリ、像は鎌倉時代の

武人の像といわれ、京都の忠臣白鬚弾正久光公が内槇地内（あさごじ）に奉遷したものを現

在地に移したと伝えられるが、その年代については明らかではない。

神社の入口には、小林和平作の狛犬がある。

石川町史　下巻
石川町史　第6巻

石川氏（８－００１） 小林和平（８－００７）

全　景 位置図

写真及び位置図等

参考文献

関連項目

備　考



住　　　所

管　理

概　要

名　称

TEL 0247-26-7534　　

宮司　吉田英高

項　目 神社八幡
ハチマン

神社
ジンジャ

（沢井
サワイ

）

石　川　町　資　源　調　査　調　書

００６４ - 平成19年3月作成通し番号 整理番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狛犬

４９

連　絡　先

管理者及び所有者

石川町大字沢井字舘地内

　　　　　　　　　　　　　　　　波乗り兎
　

祭神 誉田別命（品蛇和気命・・・応仁天皇）

祭日 旧８月１５日 おそらく勧請の日か。

縁起 沢井三郎源基光が勧請したと云う。

石川町史　下巻
石川町史　第6巻

石川氏（8-001） 小林和平（８－００７）

全　景 位置図

写真及び位置図等

参考文献

関連項目

備　考

　　　　石の社


